

















巻く社会状況から当該問題を検討すると確かに緒方の評価は妥当とする。一方で、 者は団体として大きな性格の相違があったことを指摘し、この合流により「本来 ＩＰＲの理念との遊離 大きくなることが懸念されて かるべきであった」としつつ、「閉塞状況に陥る中で、中国 於ける抗日ナショナリズムの高揚や満州の権益擁護に懸念を強めつつ、政府の政策支持に傾斜する会員には、自らの合併とＩＰＲの理念や本来のあるべき姿との乖離
（６）
いった問題に危慎を抱く余裕は既に失われていた」と指摘している。日本ＩＰＲが活動する日本社会の状況に抗するか否かという認識の相違により両者の に対す 評価 別れているといえる。
さらに研究史における重要な問題は、右 あげた緒方・片桐両氏の研究を含め先行研究において詳細な論証がお

































であったブレークスリーやトインビー、ラティモァとい た太平洋地域の第一級の研究者による研究書を選定しており、海外における太平洋問題認識を日本社会に伝搬する とを目指した事業であった。当時の日本社会における英語を主とした外国語識字率は定かではないが、海外の著名な研究を日本語で紹介する貴重な存在であったであろうことは想像に難くない。しかし、 事業もまた意見書に示されて たように国内的関心を惹くことは出来な
右に挙げた二つの事例から、日本の一般民衆の日本ＩＰＲに対する認識は、研究者集団といったものであったの

















































理念を忘れ、合併に至ったとも考えられる しかし がら、協会と日本ＩＰＲの関係は、この時点が端緒ではなく、そもそも密接な関係にあった。合併時における日本ＩＰＲの理事や評議員に名を連ねる主要メンバーにも、前に述べた岩永 はじめ、徳川家達や信夫淳平・姉崎正治等、協会においても同様に主要メンバーであった。さらに、両団体の発足当初からの を見れば、渋沢栄一を始め添田寿一といった人物は両団体において重 な役割を担った。また、日本ＩＰＲの会 において、石井菊次郎や山田が出席を求められることも確認できる。よって、両団体が合併するための下地はすでに形成されていたのである。
このことから鑑みれば、日本ＩＰＲ側が冷静さを失した上での合併であったと考えることは困難であろう。さら





































あるから之を承議して合併を決行したい、従って此の合併に付いて定款改正を必要とすることに相成り」と、「合併」問題の端緒が日本ＩＰＲ側の打診によりその端緒 開かれたことを明確に述べている。そして両者の統合には、「太平洋問題調査会は随分其の任務は大きい、仕事が段々拡大して来るに伴れて今の太平洋問題調査会ではどうも微力である。寧ろ此の際我国際協会と一緒 なって一層の有力なるもの して太平洋 議と云ふもの 参加することにしたい。是が先方からの申込の趣旨であり」と 全面的に、日本ＩＰＲの希望に沿った形式で進めた し
（鱈）
上ノ紹介ニョリテ入会スルモノトス」として、いわゆる為政者を排除してはいなかった。つまり、ＩＰＲにたいする「純粋な民間団体」という認識は 各国ＩＰＲに対 る共通した性格を表すものではなく、あく で日本ＩＰＲ
（路）



























入れる立場に違いはあるも の、その企図する方向性は一致していた。日本ＩＰＲの本来の狙いは 内的影響力の増幅であったことは前に述べた。また 統合したからといって、日本ＩＰＲの枠組み内における活動範囲が拡張したかいなかについては、合併の経過をとおして見 きたが、史料的問題により遂に明示できなかった。その後の活動を検証する必要があるが、それ 今後の課題と たい。
それでは、本合併問題は、当時の日本社会におい 何を意味したのであろうか。第一 そもそも日本ＩＰＲの
活動に対して、一般民衆の関心を呼ぶことができなかっ というこ が前提にあった。『太平洋問題資料」や個々後 国際問題研究所を設立 、それを母体とした。イギリスはもともと英王立国際問題研究所を母体としていた。
〈釦）
つまり、個々のＩＰＲ支部は、研究所の活動の一端にＩＰＲを位置づけてい であった。アメリカーＰＲは、外交問題評議会（○○目昌目３国唱爵両号用） はじめ、学者間による交流が盛んであった。よって、多くのＩＰＲ支部は、国を挙げ 組織間（関係）のなかで、統括的な活動を行っていた 考えられる。それに対する、対抗措置として日本ＩＰＲが 協会の傘下に入ったと、前の通知文から解釈できる である。
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